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た項目は 40項目であった．  
第 4段階では，情意領域に関する 70項目からなる自己評価を実施し，情意領域の因
子構造を明らかにするために因子分析を実施するとともに，実習前後での学生の意識の







































































難であろうと思われる項目を明確にしている．第 4 段階では，70 項目からなる自己評
価の因子構造を明らかにすることと，自己評価表を簡便化する目的で探索的因子分析を
行なっている．さらに，因子分析後の実習前と実習後の因子構造の比較により実習前と
実習後の学生の意識の変化を示している．第 5段階では，臨床実習における学生の情動
には，どのような要因が含まれるかを知るために，POMS 短縮版と自作した自己評価
表を用いて検討している．学生の不安の要素を明確に示している．第 6段階では，実習
中の状況や学生自身の成長に対して，リアルタイムに自覚を促す機会をとらえるために，
実習中の情意領域の自己評価を把握するための実習評価システムの開発を行っている．
そして，実習を経験する前の学生の自己評価と，実習を終了した学生の自己評価を調べ
ることで，実習前，実習中，実習後の学生の自己評価を経時的に抽出している．その結
果，本研究で構築された実習評価システムは，実習期間中の学生の情意領域の状態を把
握することができ，学生に問題が生じている場合には早めの対応が可能であることを示
している． 
このように，本博士論文の研究は，作業療法士養成のための臨床教育における，実習
指導者や学生のための一つの教育指針となり，効果的な教育方法の助けとなることが示
唆される． 
以上を総合して本審査委員会は，本論文が「博士（応用情報科学）」の学位授与に値
する論文であると全員一致により判定した． 
 
  
